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地理情報科学標準カリキュラム地理情報科学標準カリキュラム

2003～4年：初版
（GISAのWG）

WG内での議論

2006年：第二版

多様な専門の22研
究者から意見聴取

2007年：第三版

微調整

2008年3月：最終版



章構成章構成

１．１．GISGISとはとは

２．実世界のモデル化と空間概念２．実世界のモデル化と空間概念

３．空間データの種類と構造３．空間データの種類と構造

４．空間データの取得・作成４．空間データの取得・作成

５．空間データの変換・管理５．空間データの変換・管理

６．空間データの視覚的伝達６．空間データの視覚的伝達

７．空間分析７．空間分析

８．８．GISGISと社会と社会



カリキュラムの一部カリキュラムの一部

＊ レベル１
# レベル２

・ レベル３

各項目にコード

全部で277項目



カリキュラム項目のコードカリキュラム項目のコード

４桁の数字＋1つの文字

1234E
= 1章の第2大項目の中の第3中項目の中の

 第4小項目，下位項目なし

2100C
= 2章，第1大項目，下位にも項目あり

＊シラバス案にはEのコードのみを使う
 （n = 199）



7人のシラバス案作成者と想定学部7人のシラバス案作成者と想定学部

小口 高（班長：東京大学・理学部）

奥貫圭一（名古屋大学・文学部；

南山大学・総合政策学部）

佐々木 緑（広島修道大学・人間環境学部）

谷 謙二（埼玉大学・教育学部）

村山祐司（筑波大学・生命環境学群；

駒澤大学・文学部）

森島 済（江戸川大学・社会学部）

米澤千夏（宮城大学・食産業学部）



村山村山
米澤米澤

佐々木佐々木

小口小口

森島森島
奥貫奥貫

谷谷

貞広貞広 岡部岡部



シラバス案の種類シラバス案の種類

30コマ用（通年授業）

15コマ用（半期授業）

7コマ用（半期授業の半分）

＊7名×3個 ＝ 21個

＊ある日に教える内容について，
 

対応する標準カリキュラムの
 

項目を含めて記入する



シラバス案の例（小口，30コマ用）



シラバス案の例（村山，7コマ用）



各シラバスにおける項目の出現頻度
 

F（n）各シラバスにおける項目の出現頻度
 

F（n）

コマ数 n の増加に伴ってF（n）は一般に増加する

ただし個々の項目の挙動はより複雑である

コードの出現頻度のヒストグラム（重複無し）
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A～C：nの増加による出現頻度F (n) の増加少

A：F (7) ≥
 

6 （外しにくい項目）

B：F (30) ≤
 

2（重要視されていない項目）

C：F (7) ≤
 

5かつF (30) ≥
 

3かつF (30) – F (7) ≤
 

1
 

（人によって重視するか否かに偏りがある項目）

D：A～C以外：nの増加によるF (n) の増加大

D1：F (7) ≤
 

3かつF (30) ≤
 

3（頻度低で変化）

D2：F (7) ≤
 

3かつF (30) ≥
 

4（頻度変化大）

D3：F (7) ≥
 

4かつF (30) ≥
 

4（頻度高で変化）

出現頻度の特徴による項目の分類出現頻度の特徴による項目の分類



A =
 

25，B ＝
 

3，C ＝
 

12，D =
 

159

Bが非常に少なく，Cも少ないことは，標準カリ
 

キュラム案が，時間が許す限り教えたい項目
 

で主に構成されていることを示す．

Dが非常に多いことは，コマ数が限定されると
 

教育内容も制約される傾向が強いことを示す．

各タイプの項目の数各タイプの項目の数



各章における項目タイプの比率（％）各章における項目タイプの比率（％）

A B C D1 D2 D3

1章：GISとは 23.7 0.0 7.9 0.0 52.6 15.8

2章：実世界のモデル化 8.3 0.0 0.0 0.0 66.7 25.0

3章：空間データの種類と構造 50.0 0.0 8.3 0.0 16.7 25.0

4章：空間データの取得・作成 0.0 0.0 5.3 0.0 68.4 26.3

5章：空間データの変換・管理 5.9 0.0 5.9 5.9 82.4 0.0

6章：空間データの視覚的伝達 28.6 0.0 7.1 0.0 32.1 32.1

7章：空間分析 0.0 5.9 5.9 15.7 62.7 9.8

8章：GISと社会 0.0 0.0 4.5 0.0 77.3 18.2



最も個性が出やすい15コマの案を対象に
 

クラスター分析を実施

含まれる項目によるシラバスの類型化含まれる項目によるシラバスの類型化

1）小口，2）佐々木・村山，3）奥貫・谷・森島・米澤



分類結果の背景分類結果の背景
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奥貫15

佐々木15

小口15

森島15

村山15

谷15

米澤15

小口は７章（空間分析）の項目が多い （理学部，

ラスターの扱い）．５章の項目も多い

村山・佐々木は８章（GISと社会）の項目が多い

他の４名は項目数をより絞っているが，絞り方は多様



まとめまとめ

地理情報科学標準カリキュラム → ５年以

上の時間と数十名の作業・意見に基づく．

シラバス案の検討 → カリキュラムの殆ど

全てが教えるに値するが，実際には制約に

より内容を絞る必要がある．

絞り方は教員の考えや対象となる学生の特

徴に応じて多様．

標準カリキュラムの有効な利用法を，時間

をかけて検討する必要がある．
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